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第
141
年
会

日
本
薬
学
会

　

１
４
１
年
会
の
組
織
委
員

会
が
広
島
で
の
開
催
準
備
を

開
始
し
た
の
は
約
３
年
前
。

ま
ず
は
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が

必
要
な
ポ
ス
タ
ー
発
表
会
場

と
し
て
広
島
県
立
体
育
館
、

メ
イ
ン
会
場
と
し
て
広
島
国

際
会
議
場
を
確
保
し
た
。
こ

れ
ら
の
会
場
は
１
キ
ロ
以
上

離
れ
て
い
る
た
め
、
広
島
市

が
保
有
す
る
電
動
自
転
車
を

参
加
者
の
移
動
に
活
用
し
て

　

日
本
薬
学
会
第
１
４
１
年
会
が
26
～
29
日
の
４
日
間
、

「
革
新
的
創
薬
と
持
続
的
医
療
の
融
和
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
当
初
予
定
し
て
い
た
広
島

市
で
の
現
地
開
催
を
断
念
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
の
開
催

と
な
っ
た
が
、
基
調
講
演
や
特
別
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
発
表
は
ほ
と
ん
ど
が
ラ
イ
ブ
配
信
で
行
わ
れ
る
見
込
み

だ
。
口
頭
発
表
や
ポ
ス
タ
ー
発
表
も
演
者
と
参
加
者
が
ラ

イ
ブ
で
や
り
と
り
で
き
る
な
ど
、
現
地
開
催
に
近
い
臨
場

感
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
。

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
日
本
薬
学

会
と
韓
国
薬
学
会
の
合
同
企

画
と
し
て
、
同
感
染
症
の
治

療
薬
創
製
研
究
の
最
前
線
を

テ
ー
マ
に
両
国
の
研
究
者
が

取
り
組
み
を
発
表
す
る
。
西

浦
博
氏
（
京
都
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
教
授
）
に
よ
る

特
別
講
演
「
数
理
モ
デ
ル
を

利
用
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　

口
頭
発
表
と
ポ
ス
タ
ー
発

表
を
合
わ
せ
た
一
般
演
題
数

は
、
例
年
の
約
７
割
に
と
ど

ま
る
。
口
頭
発
表
は
１
０
０

０
題
強
と
増
え
た
が
、
ポ
ス

タ
ー
発
表
は
約
１
５
０
０
題

で
例
年
に
比
べ
る
と
少
な

い
。
薬
学
会
年
会
は
、
薬
学

生
が
研
究
成
果
を
発
表
す
る

場
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
新

新
型
コ
ロ
ナ
で
多
数
の
発
表

一
般
演
題
は
例
年
の
７
割

も
ら
う
な
ど
、
様
々
な
ア
イ

デ
ア
を
温
め
て
き
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
、

当
初
案
を
見
直
さ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
陥
っ
た
。
昨
年

９
月
の
段
階
で
、
学
生
の
比

率
が
高
い
一
般
口
頭
発
表
と

ポ
ス
タ
ー
発
表
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
対
応
し
、
広
島
国
際
会

議
場
周
辺
エ
リ
ア
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
現
地
で
講
演
し
て
も

ら
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

の
開
催
に
切
り
換
え
た
が
、

２
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
を

受
け
て
断
念
。
オ
ン
ラ
イ
ン

の
み
で
の
開
催
と
す
る
こ
と

を
１
月
に
決
定
し
た
。

　

組
織
委
員
長
の
小
澤
光
一

郎
氏
（
広
島
大
学
副
学
長
・

大
学
院
医
系
科
学
研
究
科
教

授
）
は
「
広
島
で
開
催
す
る

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
を
受
け
て
計
画
通
り

に
研
究
を
進
め
ら
れ
な
い
薬

学
生
は
多
く
、
影
響
を
受
け

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

演
題
登
録
の
期
限
は
２
回

延
長
し
、
昨
年
12
月
８
日
で

一
旦
締
め
切
っ
た
。し
か
し
、

今
回
初
の
試
み
と
し
て
、
期

限
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
発

開
催
の
今
回
は
、
ポ
ス
タ
ー

発
表
な
ら
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
待

て
る
状
況
だ
っ
た
」と
話
す
。

　

参
加
者
数
は
、
例
年
と
同

程
度
の
８
０
０
０
人
を
期
待

し
て
い
る
。
発
表
演
題
数
の

減
少
に
伴
っ
て
例
年
よ
り
減

る
可
能
性
は
あ
る
が
、
今
回

の
年
会
は
現
地
に
出
向
く
必

要
は
な
く
遠
方
か
ら
参
加
し

や
す
い
た
め
、
そ
の
分
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
。
柔
軟
な

対
応
が
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
、
事
前
参
加
登
録
の
期
限

を
延
長
し
た
。
22
日
ま
で
登

録
を
受
け
付
け
て
い
る
。

　

参
加
を
検
討
中
の
関
係
者

へ
向
け
小
澤
氏
は
「
今
回
は

オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
の
開
催
と

な
っ
た
が
、
例
年
の
年
会
と

遜
色
が
な
い
よ
う
最
大
限
の

準
備
を
し
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
話

題
な
ど
、
薬
学
会
ら
し
い

様
々
な
領
域
の
発
表
が
あ

る
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
い
た
だ

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
連
す
る
発
表
が
多

い
こ
と
が
今
回
の
年
会

の
特
徴
だ
。
黒
田
照
夫

氏
（
広
島
大
学
大
学
院

医
系
科
学
研
究
科
教

授
）
は
「
医
療
現
場
で

の
対
応
や
ワ
ク
チ
ン
開

発
、
治
療
薬
の
基
礎
研

究
な
ど
様
々
な
視
点
か

ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
応

募
が
あ
っ
た
」と
語
る
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｐ
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
題
し
て
開
か
れ
る
国

際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
対
す
る
薬

学
関
係
者
の
国
際
協
力

を
テ
ー
マ
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｐ

の
ド
ミ
ニ
ク
・
ジ
ョ
ー

ダ
ン
会
長
や
日
本
薬
剤

師
会
の
山
本
信
夫
会
長

ら
が
講
演
す
る
。
も
う

一
つ
の
国
際
交
流
シ
ン

ル
ス
感
染
症
の
流
行
分
析
」

も
あ
る
。

　

基
調
講
演
は
、
パ
ス
ツ
ー

ル
研
究
所
の
ス
チ
ュ
ワ
ー

ト
・
コ
ー
ル
所
長
が
担
当
す

る
。「
結
核
治
療
薬
開
発
の

促
進
」
を
テ
ー
マ
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
ラ
イ
ブ
で
講
演

す
る
た
め
、
時
差
の
関
係
で

総
会
が
あ
る
初
日
の
午
後
５

時
に
組
み
込
ま
れ
た
。

　

今
回
は
、
前
回
に
は
な

か
っ
た
大
学
院
生
・
学
部
生

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
復
活
し

た
。「
若
い
人
に
発
表
の
場

を
与
え
る
の
も
薬
学
会
年
会

の
使
命
。
ぜ
ひ
視
聴
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
紙
谷
浩
之
氏

（
広
島
大
学
大
学
院
医
系
科

学
研
究
科
教
授
）
は
話
し
て

い
る
。

　

例
年
と
同
様
に
、
今
回
も

薬
剤
師
の
参
加
を
促
す
た

め
、
医
療
系
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
で
き
る
だ
け
土
日
に
集

中
さ
せ
て
、
土
日
の
２
日
間

の
み
参
加
で
き
る
２
デ
イ
パ

ス
を
設
け
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
回
初
の
試

み
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
た
。

薬
学
生
の
採
用
を
予
定
す
る

企
業
や
薬
局
、
病
院
に
、
強

み
や
職
場
環
境
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
場
を
提
供
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、「
広
島
県
立
体
育

館
の
客
席
エ
リ
ア
が
空
い
て

い
る
こ
と
に
目
を
つ
け
て
立

準
備
を
進
め
て
き
た
の
で
断

腸
の
思
い
。
現
地
開
催
を
少

し
だ
け
で
も
残
し
た
い
と
考

え
た
が
、
予
想
外
に
現
地
に

参
加
者
が
集
ま
り
会
場
に
入

れ
な
い
と
い
う
事
態
も
起
こ

り
得
る
。
最
終
的
に
は
参
加

者
の
安
全
を
重
視
し
、
現
地

開
催
は
見
送
っ
た
」
と
説
明

す
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
の
開
催

と
な
っ
た
が
、
現
地
開
催
に

近
い
臨
場
感
で
発
表
を
視
聴

で
き
る
よ
う
に
工
夫
が
凝
ら

さ
れ
た
。
海
外
の
演
者
も
含

め
特
別
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
発
表
は
、
ほ
ぼ
全
て
ラ

イ
ブ
配
信
で
行
わ
れ
る
。
参

加
者
は
、
演
者
の
発
表
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
視
聴
し
、

チ
ャ
ッ
ト
機
能
で
質
問
で
き

る
。
講
演
後
に
は
そ
の
ま
ま

ラ
イ
ブ
で
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
る
。

　

一
般
演
題
の
口
頭
発
表

は
、
事
前
に
発
表
者
が
収
録

し
た
講
演
を
聴
く
形
に
な
る

が
、
チ
ャ
ッ
ト
機
能
で
質
問

を
受
け
付
け
、
発
表
後
の
質

疑
応
答
は
ラ
イ
ブ
で
実
施
さ

れ
る
。

　

ポ
ス
タ
ー
発
表
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
内
容
を
閲
覧
で

き
、
示
説
時
間
に
は
発
表
者

と
参
加
者
が
討
議
す
る
ブ
レ

イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
が
設
け

ら
れ
る
。
チ
ャ
ッ
ト
機
能
に

よ
る
質
問
も
可
能
だ
。
現
地

テレビ会議システムで取材に応じる広島大学の組織委員会メンバー
（左上から時計回りに小澤、熊本、黒田、紙谷の各氏）

開
催
の
場
合
は
、
１
日
や
半

日
単
位
で
ポ
ス
タ
ー
発
表
の

張
り
替
え
が
必
要
だ
っ
た

が
、
今
回
の
年
会
で
は
会
期

中
で
あ
れ
ば
夜
中
で
も
発
表

内
容
を
閲
覧
で
き
る
た
め
、

討
議
も
活
発
に
な
る
と
見
込

ま
れ
る
。

　

今
回
の
年
会
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
「
革
新
的
創
薬
と

持
続
的
医
療
の
融
和
」。
小

澤
氏
は
「
両
者
を
う
ま
く
融

和
さ
せ
る
こ
と
で
、
日
本
薬

学
会
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た

い
と
の
思
い
を
込
め
た
」
と

話
す
。

　

持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
基
づ
く
取

り
組
み
が
世
界
的
に
進
む

中
、
近
年
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
や
国
際
薬
剤

師
・
薬
学
連
合
（
Ｆ
Ｉ
Ｐ
）

で
も
持
続
し
て
安
定
的
に
供

給
で
き
る
医
療
提
供
体
制
の

重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
日
本
薬
学
会
創

立
時
か
ら
の
テ
ー
マ
で
あ
る

革
新
的
創
薬
に
加
え
、
持
続

的
医
療
の
構
築
を
意
識
す
る

こ
と
で
、
現
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
研
究
活
動
を
展
開
で

き
る
と
い
う
。
融
和
と
い
う

言
葉
を
使
っ
た
の
は
、
お
互

い
を
尊
重
し
協
調
す
る
ハ
ー

モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念

と
、
広
島
に
ち
な
ん
で
平
和

の
和
の
字
を
盛
り
込
み
た

か
っ
た
か
ら
だ
。

表
者
を
対
象
に
レ
イ
ト
ブ
レ

イ
キ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
枠

を
設
け
、
２
月
１
日
ま
で
ポ

ス
タ
ー
発
表
の
応
募
を
受
け

付
け
た
。
黒
田
氏
は
「
例
年

よ
り
研
究
の
進
み
が
遅
い
た

め
、
期
限
を
延
ば
せ
ば
そ
の

間
に
成
果
が
ま
と
ま
り
発
表

で
き
る
学
生
も
い
る
と
考
え

て
延
長
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

ち
上
げ
た
」
と
熊
本
卓
哉
氏

（
広
島
大
学
大
学
院
医
系
科

学
研
究
科
教
授
）
は
語
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
今
回
は
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー

ム
を
提
供
し
、
そ
こ
を
自
由

に
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

な
っ
た
。

　

薬
科
機
器
の
展
示
会
場
は

オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
設
け
ら

れ
、
年
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
リ
ン
ク
が
貼
ら
れ
る
予
定

だ
。

革新的創薬と持続的医療の融和
26～29日、オンラインで開催日本薬学会第141年会


